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(1）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 171,490 1.2 584 △16.6 550 △18.4 128 △72.0

19年３月期 169,392 5.0 700 26.0 673 17.6 459 75.6 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益 

自己資本
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年３月期 4 09   － 1.0 1.6 0.3 

19年３月期 14 59   － 3.6 1.9 0.4 

（参考）持分法投資損益 20年３月期 ― 百万円 19年３月期 ― 百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期 32,900 12,655 38.1 397 83 

19年３月期 35,881 12,722 35.5 403 57 

（参考）自己資本 20年３月期 12,538百万円 19年３月期 12,722百万円 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による

キャッシュ・フロー 
財務活動による

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期 4,731 △168 △4,382 3,853 

19年３月期 △735 △526 1,409 3,672 

  １株当たり配当金 配当金総額 配当性向 純資産配当率 

（基準日） 期末 年間  (年間)  （連結）  （連結） 

  円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年３月期 5 00 5 00 157 34.3 1.2

20年３月期 5 00 5 00 157 122.2 1.2

21年３月期（予想） 5 00 5 00 － 56.2 － 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 78,000 △7.5 180 △23.5 160 △25.2 70 △9.7 2 22 

通期 163,000 △5.0 650 11.2 560 1.8 280 117.2 8 89 
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４．その他 

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無 

(2）連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更        無 

（注）詳細は、12ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 

(3）発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、18ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。 

（参考）個別業績の概要 

１．平成20年３月期の個別業績（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

(2）個別財政状態 

２．平成21年３月期の個別業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

新規 0社  除外 0社   

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 20年３月期 31,622,740株 19年３月期 31,622,740株

② 期末自己株式数 20年３月期 105,882株 19年３月期 98,425株

(1）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 148,852 △3.6 443 △29.1 410 △31.8 101 △74.7

19年３月期 154,369 5.6 624 29.6 601 19.2 400 59.2 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭

20年３月期 3 21   －

19年３月期 12 69   －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期 31,073 12,328 39.7 391 18 

19年３月期 34,193 12,544 36.7 397 95 

（参考）自己資本 20年３月期 12,328百万円 19年３月期 12,544百万円 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 70,000 △3.6 150 △13.1 120 △18.1 70 △13.4 2 22 

通期 145,000 △2.6 540 21.9 460 12.1 220 117.4 6 98 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  
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１．経営成績 
(1）経営成績に関する分析 

 当連結会計年度におけるわが国の経済は、堅調な設備投資や輸出の拡大により緩やかな回復基調が継続したもの

の、後半に入り、原油高に起因する各種原材料価格の高騰や、米国におけるサブプライムローン問題による金融不

安、それらの株式市場への悪影響等により、景気の先行きに不透明感が強まりました。 

 当社グループの主力事業の水産物の動向についてみてみますと、平成19年度の国内漁業養殖業生産数量は、569万

6,000トンと前年に比べて0.7％の減少となったうえ、水産物の輸入数量も223万4,000トンと12.0％減少する等（合計

793万トン４％減少）、供給面で減少傾向が顕著になってきております。 

 このような状況下で、当社グループの当連結会計年度の営業成績は、連結子会社が１社増えたことで、売上高は

1,714億90百万円と前連結会計年度に比べ1.2％の増収になり、売上総利益につきましても92億66百万円と0.4％の増

益になりました。しかし、販売費および一般管理費が1.8％増加したため、営業利益は５億84百万円と16.6％の減益

になりました。 

 また、営業外収支については、受取利息および受取配当金が増加したものの、支払利息の増加があり、その結果、

経常利益は５億50百万円と18.4％の減益になりました。特別損益では、土地の売却益他１億86百万円を特別利益に計

上し、保有有価証券の評価損他３億72百万円を特別損失に計上した結果、当期純利益は１億28百万円と72.0％の減益

になりました。  

 事業の種類別セグメントごとの概況は次のとおりであります。 

［水産物卸売業］ 

 主力の商材であるマグロ等をはじめとする単価の上昇はありましたが、取扱数量は19万トンと5.9％減少したた

め、売上金額は1,571億22百万円と4.0％の減収になり、営業利益についても３億77百万円と29.3％の減益になりまし

た。 

［不動産賃貸業］ 

 売上高は３億15百万円と11.7％の増収になりましたが、新食品加工場等の減価償却費が増加し、営業利益は１億38

百万円と7.3％の減益になりました。 

［その他の事業］ 

 水産物の冷蔵および加工販売は、新規連結のガルフ食品㈱を含め、140億52百万円の売上高となり、営業利益は68

百万円になりました。 

 （参考）セグメント別仕入実績  

  当連結会計年度 

  （自平成19年４月１日 至平成20年３月31日） 

  数量（トン）  金額（百万円）  

 水産物卸売業 188,185 147,897 

 不動産賃貸業 ― ― 

 その他の事業 ― 12,959 

 合計 ― 160,857 

 （参考）セグメント別売上実績  

  当連結会計年度 

  （自平成19年４月１日 至平成20年３月31日） 

  数量（トン）  金額（百万円）  

 水産物卸売業 189,880 157,122 

 不動産賃貸業 ― 315 

 その他の事業 ― 14,052 

 合計 ― 171,490 
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(2）財政状態に関する分析 

 当連結会計年度における資産、負債、純資産およびキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 当連結会計年度末と前連結会計年度末とを比較いたしますと、資産および負債はいずれも減少しておりますが、売

上高の減収に伴う売上債権、たな卸資産および借入金の減少等によるものであり、純資産は配当金の支払等により微

減となっております。 

 キャッシュ・フローにつきましては、上記資産の減少要因によって、営業活動によるキャッシュ・フローは47億31

百万円増加(前連結会計年度７億35百万円減少)いたしました。 

 また、固定資産の取得などにより、投資活動によるキャッシュ・フローは１億68百万円の減少(前連結会計年度５

億26百万円減少)となり、短期借入金の減少などにより、財務活動によるキャッシュ・フローは43億82百万円の減少

(前連結会計年度14億９百万円増加)となりました。 

 この結果、現金および現金同等物期末残高は１億80百万円増加(前連結会計年度１億46百万円増加)し、38億53百万

円(前連結会計年度36億72百万円)となりました。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。 

(3）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

 当社グループでは、株主に対する利益配分は重要な基本政策の一つであると認識しており、業績に対応した配当を

行なうことを基本としつつ、企業体質の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充実に努めていきます。 

 当期につきましては、安定配当を維持することを重視し、１株当たり５円の配当を実施する予定であります。 

 また、次期につきましても１株当たり５円の配当を実施する予定であります。  

(4）事業等のリスク 

 当社グループの経営成績等に影響を及ぼす可能性のある重要なリスクは以下のとおりであります。 

① 法的な規制について 

 当社および子会社の船橋水産㈱は、水産物卸売業者としての許可を農林水産大臣から受けており、また、主要事

業である水産物卸売業は、卸売市場法およびその関連条例等の規制を受けております。また、子会社のガルフ食品

㈱は、経済産業省等が管轄する水産物の輸入割当を利用して水産物の輸入販売を行っております。関連法規等の規

制を遵守できなかった場合、改善命令・許可の取消等の行政指導の可能性があります。 

 なお、築地市場移転計画および平成21年度から実施される委託手数料の自由化等が、当社グループの業績に影響

を及ぼす可能性があります。  

② 売掛債権等の貸倒れについて 

 当社グループでは、売掛債権等の貸倒れリスクについては、与信管理の徹底を図ることでその防止に努めており

ます。しかし、魚価の下落や市場外流通の増加の影響等から、売掛債権について貸倒れリスクが高まる可能性があ

ります。 

 一方、出荷者に対する前渡金債権等についても、漁獲量の変動や魚価の下落等の影響により、貸倒れリスクが高

まる可能性があります。 

③ 基幹コンピュータシステムの障害について 

 当社グループ会社間は、当社をセンターとしたオンラインシステムで結ばれており、メインテナンスやセキュリ

ティには万全の注意を払い管理を行っておりますが、外部要因も含めてこれらのシステムに障害が発生した場合

は、当社グループ全体の事業経営に多大な影響を及ぼす可能性があります。 

なお、上記事項は、本書提出日現在における判断であり、不確定要素が含まれていること、ならびに、当社グループ

における将来にわたる経営成績等に影響を及ぼす可能性があると考えられる要因は、上記事項に限定されるものでは

ありません。 

  

 （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移  

  平成16年３月期 平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

 自己資本比率（％） 38.1 38.6 37.4 35.5 38.1 

 時価ベースの自己資本比率（％） 16.1 22.2 26.1 22.1 16.7 

インタレスト・カバレッジ・レシ

オ（倍） 
0.6 ― ― ― 31.9 
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２．企業集団の状況 
当社の企業集団は、当社、子会社５社および関連会社１社で構成され、水産物の卸売業およびその商品の売買を主な事

業内容として、更に各事業に関連する物流事業を行っております。また、親会社は㈱マルハニチロホールディングスで

あります。当社グループの事業に係る位置づけ、および事業の種類別セグメントとの関連は次のとおりであります。  

なお、事業の種類別セグメント情報における事業区分は、上記「水産物卸売業」、「不動産賃貸業」および「その他の

事業」であります。 

 事業の系統図は次のとおりであります。 

 

連結子会社、非連結子会社および関連会社は次のとおりであります。  

 連結子会社        船橋水産㈱      水産物卸売業  

            丸都冷蔵㈱      水産物の冷蔵・加工および販売 

            ㈱築地フレッシュ丸都 水産物の加工および販売 

            ガルフ食品㈱     水産物の販売 

 非連結子会社       大都サービス㈱    水産物の荷役作業   

 関連会社（持分法非適用） ㈱ファクト      水産物の通関および運送 

水産物卸売業 

当社と子会社船橋水産㈱が携わっており、互いに商品の一部を売買しております。また、子

会社大都サービス㈱は水産物の荷役業務を行っており、関連会社㈱ファクトは水産物の通

関・運送業務を行っております。 

 不動産賃貸業 当社と子会社㈱築地フレッシュ丸都が行っております。 

 水産物の製造・ 

加工および売買 

子会社丸都冷蔵㈱は水産物の製造・加工を主な事業とし、子会社㈱築地フレッシュ丸都は水

産物の加工・販売を営み、また、子会社ガルフ食品㈱は水産物の販売を行っており、それぞ

れ製品・商品の一部について当社と売買を行っております。 

得意先 

親会社 

㈱マルハニチロ 

ホールディングス 

兄弟会社 

マルハ㈱他 

当社 

水産物卸売業 不動産賃貸業

持株会社 
株式 
保有 

商
品

不
動
産
の
賃
貸

荷
役
作
業

商
品 

製
・
商
品

株式 
保有 

水産業他 子会社 

 丸都冷蔵㈱ 

 ㈱築地フレッシュ丸都

ガルフ食品㈱ 

水産物冷蔵・加工・売買

子会社 

 船橋水産㈱ 

水産物卸売業

子会社 

 大都サービス㈱

荷役業 

商
品 

関連会社 

 ㈱ファクト 

水産物通関・運送
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３．経営方針 
(1)会社の経営の基本方針 

 当社グループは、中央卸売市場の卸売業者である当社と船橋水産㈱、ならびに、水産物の加工販売を営む丸都冷蔵

㈱、㈱築地フレッシュ丸都およびガルフ食品㈱の二つの業態に大別されますが、業容の中心をなすのは卸売業でありま

す。 

 当社は、東京都中央卸売市場の水産物卸売会社であり、私企業ではありますが、水産物の安定供給という公共的な側

面を持った企業であります。現在の日本において、卸売市場システムは生鮮食品流通の根幹を成すものですが、その中

枢的役割を担っているのが卸売業者であり、市場は卸売業者に対する信頼によって支えられているといっても過言では

ありません。しかしながら、近年の水産業の構造変化と流通の多様化は、卸売業者間に厳しい競争を強いるとともに、

近隣市場間の競合を加速させております。 

 当社は、今後も経営体質の一層の強化を図り、生産性の向上、適正な収益の確保に努め、信頼される卸売業者として

の地歩を固めるとともに、市場による流通システムの維持拡大を目指し、水産物の安定供給に資することを経営の基本

方針といたします。船橋水産㈱につきましては、当社と同一の方針を以て経営に注力し、丸都冷蔵㈱、㈱築地フレッシ

ュ丸都およびガルフ食品㈱にあっては、当社に商材を供給する一方、独自の販売網を構築して、当社販売政策の補完的

役割を務めることを、経営の基本方針といたします。 

(2)目標とする経営指標 

 当社グループでは、経営目標として連結経常利益５億60百万円以上を目指しております。 

(3)中長期的な会社の経営戦略および会社の対処すべき課題 

 当社グループの主たる事業である水産物卸売業は、水産業界の構造変化や流通の多様化により市場経由率が減少する

一方、市場内外での競合がますます厳しくなる等、決して予断を許さない状況が続いております。 

 このような環境の中、当社グループでは、従来からの「収益の確保」を最大の経営理念とし、次のような経営上の課

題に取り組みます。   

①卸売業の強化および出荷者、顧客への対応 

 市場の本来の機能である「生鮮品の扱い」を中心に置き、その取引で安定的な利益を確保していく所存でありま

す。特に事業の主軸となる、鮮魚、特種、マグロについては商材確保に努め、国内あるいは海外の荷主との関係を強

化するとともに、「委託扱い」から「買い付け仕入」へのシフトに向けて実力を蓄えることに力を傾注いたします。

さらに、今後は消費に占める加工食品の割合が、ますます多くなることが予測されることから、グループ全体で加工

食品への取り組みを強化してまいります。   

②経費の削減 

 既にかなりの削減を実現しておりますが、なお一層の削減に取り組みます。 

③与信管理の強化 

 不良債権の整理と発生防止は、財務体質強化のための最重要事項と位置付けており、グループ全体の連携の下、与

信管理を徹底し不良債権の発生を極力防止いたします。 

④健全性の確保 

 グループ全体のコンプライアンス体制の強化を核とした内部統制の充実を推進し、企業の健全性ならびに透明性の

確保を図り、法令違反のない、信頼される企業を目指します。 

－ 6 －

大都魚類㈱ (8044) 平成20年3月期決算短信



４．連結財務諸表 
(1）連結貸借対照表 

    
前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

増減
(百万円) 

（資産の部）                 

Ⅰ 流動資産                 

１ 現金および預金     3,672     3,883     

２ 受取手形および売掛
金 

※２   14,812     13,463     

３ 親会社株式     357     249     

４ たな卸資産     10,147     8,980     

５ 繰延税金資産     289     415     

６ その他     1,532     900     

貸倒引当金     △1,539     △1,518     

流動資産合計     29,272 81.6   26,374 80.2 △2,897

Ⅱ 固定資産                 

１ 有形固定資産                 

(1）建物および構築物   3,734     4,388       

減価償却累計額   2,216 1,517   2,297 2,090     

(2）機械装置および運
搬具   425     487       

減価償却累計額   372 53   393 94     

(3）土地     2,727     2,725     

(4）建設仮勘定     375     －     

(5）その他   384     409       

減価償却累計額   311 73   318 91     

有形固定資産合計     4,746 13.2   5,002 15.2 255 

２ 無形固定資産     103 0.3   102 0.3 △0

３ 投資その他の資産                 

(1）投資有価証券 ※１   1,390     883     

(2）長期貸付金     98     75     

(3）繰延税金資産     138     292     

(4）その他     471     468     

貸倒引当金     △339     △298     

投資その他の資産合
計     1,759 4.9   1,421 4.3 △338

固定資産合計     6,609 18.4   6,526 19.8 △83

資産合計     35,881 100.0   32,900 100.0 △2,980
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前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

増減
(百万円) 

（負債の部）                 

Ⅰ 流動負債                 

１ 支払手形および買掛
金     6,078     7,124     

２ 短期借入金     14,120     9,920     

３ 未払法人税等     12     320     

４ 賞与引当金     17     18     

５ その他     792     700     

流動負債合計     21,020 58.6   18,084 55.0 △2,935

Ⅱ 固定負債                 

１ 繰延税金負債     17     6     

２ 退職給付引当金     1,091     1,065     

３ 役員退職慰労引当金     145     173     

４ その他     883     915     

固定負債合計     2,138 5.9   2,160 6.5 21 

負債合計     23,159 64.5   20,245 61.5 △2,914

（純資産の部）                 

Ⅰ 株主資本                 

１ 資本金     2,628 7.3   2,628 8.0 －

２ 資本剰余金     1,628 4.6   1,628 4.9 －

３ 利益剰余金     7,975 22.2   7,968 24.2 △7

４ 自己株式     △18 △0.0   △20 △0.1 △1

株主資本合計     12,214 34.1   12,205 37.1 △9

Ⅱ 評価・換算差額等                 

１ その他有価証券評価
差額金     507 1.4   333 1.0 △174

評価・換算差額等合計     507 1.4   333 1.0 △174

Ⅲ 少数株主持分     － －   117 0.4 117 

純資産合計     12,722 35.5   12,655 38.5 △66

負債純資産合計     35,881 100.0   32,900 100.0 △2,980
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(2）連結損益計算書 

    
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

増減
(百万円)

Ⅰ 売上高     169,392 100.0   171,490 100.0 2,097 

Ⅱ 売上原価     160,166 94.6   162,223 94.6 2,057 

売上総利益     9,226 5.4   9,266 5.4 39 

Ⅲ 販売費および一般管理
費 

※１   8,525 5.0   8,681 5.1 155 

営業利益     700 0.4   584 0.3 △116

Ⅳ 営業外収益                 

１ 受取利息   48     57       

２ 受取配当金   14     17       

３ 負ののれん償却額   －     8       

４ その他   30 92 0.1 32 115 0.1 22 

Ⅴ 営業外費用                 

１ 支払利息   119     148       

２ その他   0 119 0.1 1 149 0.1 29 

経常利益     673 0.4   550 0.3 △123

Ⅵ 特別利益                 

  １ 固定資産売却益 ※２  －     120       

２ 貸倒引当金戻入額    197     65       

３ 投資有価証券売却益   14 212 0.1 0 186 0.1 △26

Ⅶ 特別損失                 

  １ 関係会社株式評価損 ※３  －     294       

  ２ 投資有価証券評価損   13     45       

３ 退職金割増分等   128     －       

４ その他 ※４ 33 176 0.1 33 372 0.2 196 

税金等調整前当期純
利益     710 0.4   363 0.2 △346

法人税、住民税およ
び事業税   29     361       

法人税等調整額   220 250 0.1 △162 198 0.1 △51

少数株主利益     － －   35 0.0 35 

当期純利益     459 0.3   128 0.1 △331
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(3）連結株主資本等変動計算書 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 （注）平成18年６月29日の定時株主総会における利益処分項目であります。 

当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

  

株主資本 
評価・換算

差額等 
純資産合計 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 
その他有価証
券評価差額金 

平成18年３月31日 残高 
（百万円） 2,628 1,628 7,673 △15 11,915 776 12,691 

連結会計年度中の変動額               

剰余金の配当（注）     △157   △157   △157

当期純利益     459   459   459 

自己株式の取得       △2 △2   △2

株主資本以外の項目の連結会計年
度中の変動額（純額）           △268 △268

連結会計年度中の変動額合計 
（百万円） 

－ － 302 △2 299 △268 30 

平成19年３月31日 残高 
（百万円） 2,628 1,628 7,975 △18 12,214 507 12,722 

  

株主資本 
評価・換算

差額等 
少数株主 
持  分 

純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 
株主資本
合   計 

その他有価証
券評価差額金 

平成19年３月31日 残高 
（百万円） 2,628 1,628 7,975 △18 12,214 507 － 12,722 

連結会計年度中の変動額                 

剰余金の配当     △157   △157     △157

当期純利益     128   128     128 

自己株式の取得       △1 △1     △1

連結子会社の増加に伴う増加高     20   20     20 

株主資本以外の項目の連結会計年度
中の変動額（純額）           △174 117 △57

連結会計年度中の変動額合計 
（百万円） 

－ － △7 △1 △9 △174 117 △66

平成20年３月31日 残高 
（百万円） 2,628 1,628 7,968 △20 12,205 333 117 12,655 
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(4）連結キャッシュ・フロー計算書 

    
前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日)

当連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日)

対前年比

区分 
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 
増減

(百万円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー         
１ 税金等調整前当期純利益   710 363   
２ 減価償却費   131 184   
３ 貸倒引当金の増減額（△は減少）   △778 △101   
４ 受取利息および受取配当金   △62 △74   
５ 支払利息   119 148   
６ 売上債権の増減額（△は増加）   △754 1,415   
７ たな卸資産の増減額（△は増加）   △959 1,189   
８ 仕入債務の増減額（△は減少）   767 957   
９ 固定資産売却益   － △120   
10 投資有価証券売却益   △14 △0   
11 関係会社株式評価損   － 294   
12 その他   748 332   

小計   △93 4,589 4,683 

13 利息および配当金の受取額   62 74   

14 利息の支払額   △119 △148   
15 法人税等の支払額   △585 △99   
16 法人税等の還付額   － 315   

営業活動によるキャッシュ・フロー   △735 4,731 5,466 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー         
１ 有価証券の取得による支出   △24 －   
２ 有価証券の売却による収入   27 －   
３ 投資有価証券の取得による支出   △10 △2   
４ 投資有価証券の売却による収入   45 0   
５ 固定資産の取得による支出   △407 △422   
６ 固定資産の売却による収入   － 102   
７ 短期貸付金の増減額（△は増加）   △178 64   
８ 連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得

による収入   － 127   

９ その他   21 △17   

投資活動によるキャッシュ・フロー   △526 △168 358 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー         
１ 短期借入金の増減額（△は減少）   1,570 △4,200   
２ 配当金の支払額   △157 △157   
３ その他   △2 △24   

財務活動によるキャッシュ・フロー   1,409 △4,382 △5,791 

Ⅳ 現金および現金同等物の増減額(△は減少)   146 180 33 

Ⅴ 現金および現金同等物の期首残高   3,525 3,672 146 

Ⅵ 現金および現金同等物の期末残高   3,672 3,853 180 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 なお、上記以外は、最近の有価証券報告書(平成19年６月28日提出)における記載から重要な変更が無いため、開示を省

略しております。 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

１ 連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数  ３社 

主要な連結子会社の名称 

「２．企業集団の状況」に記載しているため省略し

ております。 

１ 連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数  ４社 

主要な連結子会社の名称 

「２．企業集団の状況」に記載しているため省略し

ております。 

ガルフ食品㈱については、株式を追加取得したた

め、新たに連結の範囲に含めております。 

(2）主要な非連結子会社名 

大都小揚㈱ 

(2）主要な非連結子会社名 

大都サービス㈱ 

大都サービス㈱は平成19年４月１日に大都小揚㈱から

社名変更をしております。 

２ 会計処理基準に関する事項 

(1）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

定率法 

ただし、平成10年４月１日以降取得した建物

（建物附属設備は除く）については、定額法 

主な耐用年数 

 建物および構築物  ３～50年 

 ―― 

 ―― 

(2）重要な引当金の計上基準 

２ 会計処理基準に関する事項 

(1）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

同左 

  

(会計方針の変更) 

法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成19年

４月１日以降に取得した有形固定資産について、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。当該変更に伴う損益に与える影響は軽微でありま

す。 

(追加情報) 

法人税法の改正に伴い、平成19年３月31日以前に取得

した資産については、改正前の法人税法に基づく減価

償却の方法の適用により取得価額の５％に到達した連

結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相

当額と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上しております。当該変更

に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

(2）重要な引当金の計上基準 

① 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末に

おける退職給付債務および年金資産の見込額に基づき

計上しております。 

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（12年）による按分額

を費用処理しております。 

数理計算上の差異については、その発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（12年）による按

分額を翌連結会計年度より費用処理しております。 

① 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末に

おける退職給付債務および年金資産の見込額に基づき

計上しております。 

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による按分額

を費用処理しております。 

数理計算上の差異については、その発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による按

分額を翌連結会計年度より費用処理しております。 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

表示方法の変更 

注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準）  

 当連結会計年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準」（企業会計基準第５号 平成17年12月

９日）および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する

会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号

平成17年12月９日）を適用しております。 

これまでの資本の部の合計に相当する金額は12,722百万

円であります。 

 なお、当連結会計年度における連結貸借対照表の純資産

の部については、連結財務諸表規則の改正に伴い、改正

後の連結財務諸表規則により作成しております。 

  

 ―― 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

 （連結貸借対照表） 

前連結会計年度まで区分掲記しておりました「前渡金」

（当連結会計年度末の残高は265百万円）は、資産の合

計額の100分の５以下となったため、流動資産の「その

他」に含めて表示することにしました。 

  
―― 

前連結会計年度 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成20年３月31日） 

※１ 非連結子会社および関連会社の株式17百万円を含

んでおります。 

※１ 非連結子会社および関連会社の株式17百万円を含

んでおります。 

※２ 連結会計年度末日満期手形   

連結会計年度末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当連結会計年度末日が金融機関の休 

日でありましたが、連結会計年度末日満期手形 

はありません。 

―― 
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（連結損益計算書関係） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

※１ 販売費および一般管理費のうち主要な費目および

金額は次のとおりであります。 

※１ 販売費および一般管理費のうち主要な費目および

金額は次のとおりであります。 

  百万円

販売諸掛  1,079 

保管料および運搬費 1,909 

市場使用料  514 

完納・出荷奨励金 468 

給料および賞与  2,669 

賞与引当金繰入額  13 

退職給付費用  136 

役員退職慰労引当金繰入額  42 

減価償却費  53 

  百万円

販売諸掛       934 

保管料および運搬費      2,055 

市場使用料  504 

完納・出荷奨励金  449 

給料および賞与       2,549 

賞与引当金繰入額  15 

退職給付費用  214 

役員退職慰労引当金繰入額  30 

減価償却費  65 

―― 
※２ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。 

  百万円

土地       120 

機械装置および運搬具  0 

―― 
 ※３ 関係会社株式評価損の内容は次のとおりでありま

す。 

  百万円

親会社株式       294 

※４ 特別損失の「その他」には減損損失５百万円を含

んでおります。 
―― 

用途 社宅 

種類 建物他 

場所 東京都 足立区 

 

（経緯） 

社宅として使用していた建物を取壊し、駐車場とし

て賃貸することとしたため、使用目的の変更により

減損損失を認識いたしました。 

（グルーピングの方法） 

原則として事業の種類別に区分し、賃貸用不動産に

ついては、個々の物件を単位としております。 

（回収可能価額の算定方法等） 

建物他は除却するため、回収可能価額はありません。
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（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注） 普通株式の自己株式の株式数の増加11,859株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注） 普通株式の自己株式の株式数の増加7,457株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  
前連結会計年度末株
式数（株） 

当連結会計年度増加
株式数（株） 

当連結会計年度減少
株式数（株） 

当連結会計年度末株
式数（株） 

発行済株式         

普通株式 31,622,740 ― ― 31,622,740 

合計 31,622,740 ― ― 31,622,740 

自己株式         

普通株式 86,566 11,859 ― 98,425 

合計 86,566 11,859 ― 98,425 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

平成18年６月29日 

定時株主総会 
普通株式 157 5.00 平成18年３月31日 平成18年６月30日

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成19年６月28日 

定時株主総会 
普通株式 157  利益剰余金 5.00 平成19年３月31日 平成19年６月29日

  
前連結会計年度末株
式数（株） 

当連結会計年度増加
株式数（株） 

当連結会計年度減少
株式数（株） 

当連結会計年度末株
式数（株） 

発行済株式         

普通株式 31,622,740 ― ― 31,622,740 

合計 31,622,740 ― ― 31,622,740 

自己株式         

普通株式 98,425 7,457 ― 105,882 

合計 98,425 7,457 ― 105,882 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

平成19年６月28日 

定時株主総会 
普通株式 157 5.00 平成19年３月31日 平成19年６月29日

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成20年６月27日 

定時株主総会 
普通株式 157  利益剰余金 5.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

（ストック・オプション等関係） 

該当事項はありません。  

（セグメント情報） 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 （注）１ 営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 

２ 資産のうち、消去または全社の項目に含めた全社資産はありません。 

３ 当社の事業区分の方法は、内部管理上採用している業種別の区分によるセグメンテーションを行っておりま

す。 

４ 各区分に属する主要な事業の内容 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

現金および現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

現金および現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

現金および預金勘定 3,672百万円

現金および現金同等物 3,672 〃 

現金および預金勘定  3,883百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金  △30 〃  

現金および現金同等物  3,853 〃 

科目 
水産物卸売
業 
（百万円） 

不動産賃貸
業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去または
全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高および営業損益             

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 163,668 282 5,442 169,392 ― 169,392 

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高 
914 10 765 1,689 (1,689) ― 

計 164,582 292 6,207 171,082 (1,689) 169,392 

営業費用 164,047 142 6,191 170,381 (1,689) 168,691 

営業利益 534 149 16 700 (―) 700 

Ⅱ 資産、減価償却費および資

本的支出 
            

資産 32,276 2,092 1,512 35,881 ― 35,881 

減価償却費 45 60 25 131 ― 131 

資本的支出 2 370 24 398 ― 398 

セグメント名 主要事業内容 

水産物卸売業 水産物およびその製品の売買ならびに販売の受託 

不動産賃貸業 不動産（オフィスビル・マンション等）の賃貸 

その他の事業 水産物の冷蔵および加工・販売 
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当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

 （注）１ 営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 

２ 資産のうち、消去または全社の項目に含めた全社資産はありません。 

３ 当社の事業区分の方法は、内部管理上採用している業種別の区分によるセグメンテーションを行っておりま

す。 

４ 各区分に属する主要な事業の内容 

ｂ．所在地別セグメント情報 

前連結会計年度および当連結会計年度については、在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項

はありません。 

ｃ．海外売上高 

前連結会計年度および当連結会計年度については、海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略し

ております。 

科目 
水産物卸売
業 
（百万円） 

不動産賃貸
業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去または
全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高および営業損益             

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 157,122 315 14,052 171,490 ― 171,490 

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高 
1,135 24 1,434 2,594 (2,594)  ― 

計 158,257 340 15,487 174,085 (2,594)  171,490 

営業費用 157,880 201 15,418 173,500 (2,594)  170,905 

営業利益 377 138 68 584 (―)  584 

Ⅱ 資産、減価償却費および資

本的支出 
            

資産 28,611 2,354 1,934 32,900 ― 32,900 

減価償却費 47 97 40 184 ― 184 

資本的支出 24 378 58 460 ― 460 

セグメント名 主要事業内容 

水産物卸売業 水産物およびその製品の売買ならびに販売の受託 

不動産賃貸業 不動産（オフィスビル・マンション等）の賃貸 

その他の事業 水産物の冷蔵および加工・販売 
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（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

 （開示の省略） 

リース取引、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、税効果、関連当事者取引に関する注記事項については、決

算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 403円57銭

１株当たり当期純利益金額 14円59銭

１株当たり純資産額    397円83銭

１株当たり当期純利益金額   4円09銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 459 128 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 459 128 

普通株主に帰属しない当期純利益（百万円） － － 

普通株式の期中平均株式数（株） 31,530,202 31,520,329 
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５．個別財務諸表 
(1）貸借対照表 

    
第61期 

（平成19年３月31日） 
第62期 

（平成20年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

増減
(百万円) 

（資産の部）                 

Ⅰ 流動資産                 

１ 現金および預金     3,420     3,336     

２ 受取手形     231     201     

３ 売掛金     13,179     11,835     

４ 親会社株式     357     249     

５ 商品     9,393     8,357     

６ 荷主前渡金     265     198     

７ 前払費用     367     84     

８ 関係会社短期貸付金     1,191     1,279     

９ 繰延税金資産     283     408     

10 その他     835     524     

貸倒引当金     △1,458     △1,431     

流動資産合計     28,066 82.1   25,042 80.6 △3,023

Ⅱ 固定資産                 

１ 有形固定資産                 

(1）建物   3,105     3,787       

減価償却累計額   1,725 1,380   1,821 1,965     

(2）構築物   48     49       

減価償却累計額   41 7   40 8     

(3）機械装置   －     51       

減価償却累計額   － －   11 40     

(4）工具器具備品   310     334       

減価償却累計額   252 57   274 59     

(5）土地     2,616     2,614     

(6）建設仮勘定     375     －     

有形固定資産合計     4,437 13.0   4,688 15.1 250 

２ 無形固定資産                 

(1）借地権     59     59     

(2）ソフトウェア     15     7     

(3）その他     13     12     

無形固定資産合計     88 0.2   79 0.2 △8
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第61期 

（平成19年３月31日） 
第62期 

（平成20年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

増減
(百万円) 

３ 投資その他の資産                 

(1）投資有価証券     1,288     787     

(2）関係会社株式     133     160     

(3）長期貸付金     90     70     

(4）従業員長期貸付金     0     0     

(5）破産債権・更生債
権その他これらに
準ずる債権 

    315     299     

(6）繰延税金資産      6     153     

(7）その他     81     78     

貸倒引当金     △315     △288     

投資その他の資産合
計     1,601 4.7   1,262 4.1 △338

固定資産合計     6,127 17.9   6,030 19.4 △96

資産合計     34,193 100.0   31,073 100.0 △3,120

（負債の部）                 

Ⅰ 流動負債                 

１ 受託販売未払金     770     587     

２ 買掛金     4,785     6,016     

３ 短期借入金     13,600     9,500     

４ 未払金     1     1     

５ 未払費用     435     335     

６ 未払法人税等     －     294     

７ 未払消費税等     121     76     

８ 預り金     135     89     

９ その他     18     －     

流動負債合計     19,868 58.1   16,900 54.4 △2,967

Ⅱ 固定負債                 

１ 預り保証金     774     850     

２ 退職給付引当金     909     879     

３ 役員退職慰労引当金     95     113     

固定負債合計     1,779 5.2   1,843 5.9 63 

負債合計     21,648 63.3   18,744 60.3 △2,903
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第61期 

（平成19年３月31日） 
第62期 

（平成20年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

増減
(百万円) 

（純資産の部）                 

Ⅰ 株主資本                 

１ 資本金     2,628 7.7   2,628 8.5 －

２ 資本剰余金                 

(1）資本準備金   1,627     1,627       

資本剰余金合計     1,627 4.8   1,627 5.2 －

３ 利益剰余金                 

(1）利益準備金   494     494       

(2）その他利益剰余金                 

建物圧縮積立金   68     65       

土地圧縮積立金   95     95       

別途積立金   6,366     6,616       

繰越利益剰余金   798     495       

利益剰余金合計     7,823 22.9   7,767 25.0 △56

４ 自己株式     △18 △0.1   △20 △0.1 △1

株主資本合計     12,061 35.3   12,003 38.6 △58

Ⅱ 評価・換算差額等                 

１ その他有価証券評価差額金     483 1.4   324 1.1 △158

評価・換算差額等合計     483 1.4   324 1.1 △158

純資産合計     12,544 36.7   12,328 39.7 △216

負債純資産合計     34,193 100.0   31,073 100.0 △3,120
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(2）損益計算書 

    
第61期 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

第62期 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

増減
(百万円) 

Ⅰ 売上高                 

１ 受託品売上高     50,388     45,797     

２ 買付品売上高     103,688     102,720     

３ 不動産賃貸収入高     292     334     

売上高合計     154,369 100.0   148,852 100.0 △5,516

Ⅱ 売上原価                 

１ 受託品売上原価     47,654     43,301     

２ 買付品売上原価                 

商品期首たな卸高   8,630     9,393       

当期商品仕入高   99,354     96,527       

計   107,985     105,920       

商品期末たな卸高   9,393 98,591   8,357 97,563     

３ 不動産賃貸収入原価     142     205     

売上原価合計     146,388 94.8   141,069 94.8 △5,318

売上総利益     7,980 5.2   7,782 5.2 △198

Ⅲ 販売費および一般管理
費     7,355 4.8   7,339 4.9 △16

営業利益     624 0.4   443 0.3 △181

Ⅳ 営業外収益                 

１ 受取利息   50     65       

２ 受取配当金   15     18       

３ その他   22 88 0.1 23 107 0.1 18 

Ⅴ 営業外費用                 

１ 支払利息   111 111 0.1 140 140 0.1 28 

経常利益     601 0.4   410 0.3 △191
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不動産賃貸収入原価明細書 

    
第61期 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

第62期 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

増減
(百万円)

Ⅵ 特別利益                 

１ 固定資産売却益   －     120       

２ 貸倒引当金戻入額   200     61       

３ 投資有価証券売却益   14 215 0.1 0 181 0.1 △33

Ⅶ 特別損失                 

１ 関係会社株式評価損   －     294       

２ 投資有価証券評価損   26     44       

３ 退職金割増分等   128     －       

４ その他   31 187 0.1 25 364 0.2 177 

税引前当期純利益     629 0.4   227 0.2 △402

法人税、住民税およ
び事業税   6     290       

法人税等調整額   223 229 0.1 △163 126 0.1 △103

当期純利益     400 0.3   101 0.1 △298

                  

科目 

第61期 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

第62期 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

対前年比

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

増減 
(百万円)

１ 賃借料   17 12.0 17 8.3 －

２ 租税公課   23 16.2 36 17.9 13 

３ 減価償却費   60 42.1 97 47.7 37 

４ その他   42 29.7 53 26.1 11 

計   142 100.0 205 100.0 62 
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(3）株主資本等変動計算書 

第61期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 （注）平成18年６月29日の定時株主総会における利益処分項目であります。 

第62期（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

  

株主資本 
評価・換
算差額等

純資産 
合計 

資本金 

資本剰余
金 

利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

その他
有価証
券評価
差額金 

資本準備
金 

利益準
備金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計 建物圧縮

積立金 
土地圧縮
積立金  

別途積立
金  

繰越利益
剰余金 

平成18年３月31日 
残高（百万円） 2,628 1,627 494 75 95 6,266 649 7,581 △15 11,822 742 12,565 

事業年度中の変動額                         

剰余金の配当
（注）             △157 △157   △157   △157

当期純利益             400 400   400   400 

自己株式の取得                 △2 △2   △2

建物圧縮積立金の
取崩（注）       △3     3 －   －   －

建物圧縮積立金の
取崩       △3     3 －   －   －

別途積立金の積立
（注）           100 △100 －   －   －

株主資本以外の項
目の事業年度中の
変動額（純額） 

                    △259 △259

事業年度中の変動額
合計（百万円） 

－ － － △7 － 100 149 242 △2 239 △259 △20

平成19年３月31日 
残高（百万円） 2,628 1,627 494 68 95 6,366 798 7,823 △18 12,061 483 12,544 

  

株主資本 
評価・換
算差額等

純資産 
合計 

資本金 

資本剰余
金 

利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

その他
有価証
券評価
差額金 

資本準備
金 

利益準
備金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計 建物圧縮

積立金 
土地圧縮
積立金  

別途積立
金  

繰越利益
剰余金 

平成19年３月31日 
残高（百万円） 2,628 1,627 494 68 95 6,366 798 7,823 △18 12,061 483 12,544 

事業年度中の変動額                         

剰余金の配当             △157 △157   △157   △157

当期純利益             101 101   101   101 

自己株式の取得                 △1 △1   △1

建物圧縮積立金の
取崩       △3     3 －   －   －

別途積立金の積立           250 △250 －   －   －

株主資本以外の項
目の事業年度中の
変動額（純額） 

                    △158 △158

事業年度中の変動額
合計（百万円） 

－ － － △3 － 250 △303 △56 △1 △58 △158 △216

平成20年３月31日 
残高（百万円） 2,628 1,627 494 65 95 6,616 495 7,767 △20 12,003 324 12,328 
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６．売上高比較表（単体） 

  

 以 上 

  

第61期 

  （自 平成18年４月１日 

   至 平成19年３月31日） 

第62期 

  （自 平成19年４月１日 

   至 平成20年３月31日） 

増減（△）比 

  数 量 金 額 単 価  数 量 金 額 単 価  数 量 金 額 単 価 

  トン  百万円  円  トン  百万円  円  ％  ％  ％ 

 鮮魚 67,422 56,836 843 65,689 55,659 847 △2.6 △2.1 0.5 

 冷凍魚 87,150 73,396 842 80,903 70,201 868 △7.2 △4.4 3.1 

 塩干加工品 33,944 23,843 702 31,615 22,656 717 △6.9 △5.0 2.1 

 卸売部門 計 188,516 154,076 817 178,207 148,518 833 △5.5 △3.6 2.0 

 不動産賃貸部門 ― 292 ― ― 334 ― ― 14.3 ― 

 合  計 ― 154,369 ― ― 148,852 ― ― △3.6 ― 
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